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第２問 占有権に関する次のアからオまでの記述のうち、判例の趣旨に照らし正しいもの

の組合せは、後記１から５までのうち、どれか。 

 

ア 甲土地を占有しているＡが死亡し、ＢがＡを相続した場合には、Ｂが甲土地の取得時

効を主張するためには、自己の占有にＡの占有を併せて主張しなければならず、自己の

占有のみを主張することはできない。 

イ Ａが所有する甲建物を無権原のＢから賃借して占有していたＣは、その占有期間中Ｂ

が甲建物の所有者であると過失なく信じていたとしても、Ａに対し、その使用利益を返

還する義務を負う。 

ウ Ａが所有する甲建物を無権原のＢから賃借して占有しているＣは、Ａに甲建物を明け

渡す場合には、その占有期間中に落雷によって生じた甲建物の損傷を修復するために修

繕費を支出していたとしても、Ａに対し、当該修繕費の償還を請求することはできな

い。 

エ Ａが自己の所有する甲建物をＢに占有させている場合において、Ａが甲建物をＣに売

却した後、ＡがＢに対して以後Ｃのために甲建物を占有することを命じ、Ｃがこれを承

諾したときは、Ｃは、甲建物の占有権を取得する。 

オ 甲建物の賃借人であるＡから甲建物を転借して占有しているＢが、Ｃによりその占有

を奪われたときは、Ａは、Ｃに対し、占有回収の訴えを提起することができる。 

 

１ アウ  ２ アオ  ３ イウ  ４ イエ  ５ エオ 

  


